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対する理科の学習支援を行ってきた。2016 度は 4 名の学生を指導して，そのうち 3 名が現
役合格を果たし，残りの 1 名も 2017 年度に合格した。2017 年度は，2 名の学生を指導し，
長期間継続的に指導できた学生は 1 名であったが，この学生も現役で合格を果たした。 
 昨年度の報告では，2016 年度に指導した 4 名の学生に対する聞き取り調査から，ノート
作成指導の有効性を明らかにできた。 







































































期間は，2017 年 7 月から 2018 年 8 月末までのおおよそ 13 ヶ月。ただし，集中的に取り
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大谷尚：“4 ステップコーディングによる質的データ分析手法 ＳＣＡＴの提案 -着手し
やすく小規模データにも適用可能な理論化の手続き-”，名古屋大学大学院教育発達科




動を促す学習指導”,日本教科教育学会第 39 回全国大会論文集,126-127，2015． 
間處耕吉・磯﨑哲夫・林武広：“中学校理科における継続的なノート作成指導の意義”，日
本教科教育学会，第 35 巻第 3 号，13-21，2012． 
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